
平成２３年１２月支部便り みつわ会東北支部 

i 

森は透け人は重ね着冬仕度  圭舟 

 

 

 

 

 

 

 

間もなく震災から９ケ月になろうとしています。今年も仙台城址では何事も無かったか

の様に紅葉の季節を迎えましたが、其処かしこに垣間見る地震の傷跡は当分癒えそうにも

無く、人々の記憶もまだ消えそうにありません。それでも人の記憶は少しづつ薄らいでい

くものですが、数年、或いは数十年も真の復興が進まない所もあります。１１月の幹事会

で、この度の義捐金の中から福島県在住の会員に御見舞金を贈ろうという提案があり決定

しました。人ごとではない３．１１です。では大矢さんの力作を。 

  

ンサンミッシェルは、超人気のスポ

ットでパリのずっと西ですが、日帰

り観光ができます。海に浮かぶ島の中心にそ

びえる修道院。その美しさと空に突きすすむ

尖塔の奇観には圧倒され、まさに世界遺産で

す。大天使ミカエルのお告げにより建設され

たと言われ、約８００年かかって完成し、中

世の頃から巡礼の地として栄えてきました。

ここでは、名物のふわふわオムレツと仔羊料

理を味わいました。（大矢） 

 

 

１２月の行事 

 

 支部 みちのく損保 

１２月 ６日（火）  幹事会と忘年会 

   １５日（木） 忘年会（詳細は次ページ）※  

２８日（水） 罹災証明申請窓口最終日 

※出席の連絡を１２月９日（金）までに友彦さんに。 

電話 022－379－5287  携帯 090－4557－0623 

メールアドレス  satomo.39310@jcom.ne.jp 

前回のアドレスが違っていました。大変失礼しました。 
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平平平成成成２２２３３３年年年度度度忘忘忘年年年会会会   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国的に有名な国分町のど真ん中です。昨年車道を一車線にして歩道を広げ歩き安くし

たものの、景気が今一だ、と嘆かれていたのですが、復興景気で一転、灯ともし頃ともな

れば、一帯は羽を伸ばす出張族で溢れるばかりの盛況で、夜が更けるほどに呼び込みの兄

ちゃんや姐ちゃん、ホステスさんや酔客で活況を呈します。霞を食して絵を描き、あるい

は詩を読む日常を送るご老体には真に相応しく無い歓楽街であります。 

それでもいいという方、それがいいという方にご案内。 

広瀬通りの①ホテルリッチフィールドから国分町通りに入ると、間もなく四つ角に②やぶ

そば、そのまま直進すると③餡まんや肉まんを蒸かす蒸気が見えればその隣、④ゴール。 

日時：平成２３年１２月１５日（木）午後６時～ 

会場：「銀
ぎん

灯
のあかり

」 仙台市青葉区国分町２－９－３成瀬カントリービル１Ｆ 

   電話０２２－２２７－３４７８ 

会費：５０００円 
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